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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究はヒトテロメラーゼ逆転写酵素プロモーターでアデノウイルスEl遺伝子発
現を抑制しヒト癌細胞の選択的融解を起こす OBP301とアポ トー シス誘導のBax
遺伝子を発現する非増殖型アデノウイルスの併用の効果を検討したものであるJ.併
用療法は単独療法に比し顕著なBax蛋白発現を示しinvitroの細胞株に対しては効
力増強効果が示された｡しかし､皮下腫癖､胸膜播種モデルの腫癌抑制効果はヽ
OBP301単独い比較して有効ではなかった｡併用療法はEIA蛋白発現を抑制し.
ウイルス増殖抑制を来たすことが判明した｡
実験の目的､手法､結果とその解釈とも適切になされており､OBP301とBax
遺伝子発現のアデノウイルス併用効果について重要な知見を得たものと評価され
る｡よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
